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マグノリア グループホーム 第４回運営推進会議 報告書 

 

開催日 平成３０年１１月１６日（金）１３：３０～１５：００ 

開催場所 グループホームマグノリア 

 

出席者 

構成区分 人数 構成区分 人数 

利用者の家族 １名 地域包括支援センター １名 

地域住民の代表 １名 行政（市長寿社会課） １名 

    

事業所 

出席者 

施設長 グループホーム職員 ２名 

グループホーム管理者  

欠席者 なし 

 

1. 開会 

 

2. 利用状況報告について 

利用状況報告について                       11/15 現在 

入居者の状況 

入居人数（１８名） 男性（4 名） 女性（１4 名） 

要介護１（1 名） 要介護２（5 名） 要介護 3（4 名） 

要介護４（4 名） 要介護 5（4 名） 平均介護度（3.28） 

年齢（平均 ９０.5 歳）（最高齢 ９８歳、最若齢 ８０歳） 

れもんの家～要介護１（１名） 要介護２（1 名） 要介護３（2 名） 要介護４（3 名） 要介護５（2 名） 

すみれの家～要介護１（0 名） 要介護２（4 名） 要介護３（2 名） 要介護４（１名） 要介護５（２名） 

 

 ・9、10月の状況報告 

 10/1 女性 骨折にて入院 

 10/3 女性 短期入所利用 

 

3. 事業所活動報告について 

（１）9、10 月活動状況 

 ・ 別紙参照 

 

（２）職員研修会等 

 11/7ＩＳＯ内部監査員研修 11/9 家族会 11/26 実地指導 

 11/27ＩＳＯ内部監査 11/19、11/20 西郷小4 年生交流会 11/29 灘手小交流会 

 

＜毎月定例してあるもの＞ 

 ・1日：運営会議 ・１8日：職員全体会 ・第 3週：介護相談員来所 

 ・第２月曜：リスク委員会 ・第３金曜：サービス向上委員会 

 ・第４月曜：在宅サービス課・通所課合同会議 ・月末：ＧＨ係会議 
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4. ひやりハット報告について 

（１）ひやりハット（９月：５件、１０月：１８件） 

※ヒヤリハットは事故が起こる前に気付いたこと、起こっても利用者には変化がなかった場合のこと 

 転倒 
表皮剥離 異食 

喉詰め 
離所 誤薬 

情報共有 
その他 

医療 

健康 

利用者間

トラブル 転落 誤嚥 ミス 

９月 1 0 0 2 0 0 0 1 0 1 

１０月 14 0 0 0 0 1 1 2 0 0 

 

（２）事故（９月：３件、１０月：４件） 

※事故とは起きてしまい利用者の観察が必要または治療が必要になったこと 

 転倒 

転落 

ずり落ち 

しりもち 

喉詰め・誤

飲・誤嚥 
誤薬 離所 業務ミス 

その他 

（表皮剥離） 
医療 

９月 2 0 0 0 1 0 0 0 

１０月 3 0 0 0 0 0 1 0 

 

5. ヒヤリハットと事故について、その他、意見交換 

 入院された方で退院後、グループホームにすぐ復帰できるものなのかを聞かれる。 

受入れ体制はできており、期間中のショート利用の方、家族様等にも了解の元受け

入れ態勢を整えていた事を伝える。 

 義歯の管理は個人でしているのかと聞かれる。 

職員の方で管理していたが、今回、個々のケースを勘違いしてしまった。 

 ふらつきの予測対応が出来れば転倒のリスクも減るのだろうけど難しいのでしょ

うねと聞かれる。 

周知していく事でリスクを少しでも軽減できればと行っている。 

 離所について、自分で降りられたのか、他の方でもある事なのかを聞かれる。 

エレベータを使い降りられる方は、1 人、他の方でも訴えはあるが自分で降りられ

る事は今の所ない事を伝える。 

 義歯について装着したまま寝られる事があるのかと聞かれる。 

この方について、外したままだと不穏になれる為、ケア後には返している事を説明

する。 

装着したままだと、喉詰めの原因になるのではとの意見も見られた。 

 牧様より、待機人数を聞かれる。 

７０人近く居られるが、家や家族の都合等もあり、すぐ入居となると少ない。 

 

 

次回開催予定：平成３１年１月１８日（金）１４：３０～ 


